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長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

離島・へき地医療学講座 

平成 28 年度業績報告  

  

離島・へき地医療学講座 

教授 前田隆浩 

助教 山梨啓友 

助教 小屋松淳 

 

平成 16 年 5 月 1 日、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科に長崎県と五島市による寄

附講座「離島・へき地医療学講座」を開講し、離島での活動拠点として長崎県五島中央

病院内に「離島医療研究所」を設置した。この研究所を活動拠点として、主に地域医療

教育と離島医療に関する調査・研究、診療支援を行い、離島・へき地医療向上への貢献

を目指す。 

 

 

【教育活動の領域】 

1. 「離島医療・保健実習」の実施 

 本県の特色である離島をフィールドとした「離島医療・保健実習」を、長崎大学医学

部医学科 5 年次生（平成 27 年度からは 4 年次より開始）の必修カリキュラムである臨

床実習の一環として平成 16 年度より導入した。この実習は、社会医学実習と総合診療

科実習の一部を統合して再構築したカリキュラムで、長崎大学医学部医学科 4〜5 年生

全員が数人の小グループに分かれ、各々のグループが長崎県内離島に滞在し、5日間に

わたって保健・医療・福祉について体験実習を行う地域包括医療・ケアに関する教育プ

ログラムである。平成 27 年度からは前倒しして 4 年次生より臨床実習を開始すること

になった。離島・へき地医療学講座が全体的なマネージメントを行い、総合診療科、公

衆衛生学教室と共同で担当していたが、近年は後述の通り医学部保健学科、歯学部、薬

学部が加わり 3学部 4学科共同で運用している。 

 平成 16年度は五島市のみで実施していたが、平成 17 年度には新たに新上五島町と小

値賀町の施設に参加してもらい、加えて平成 19年度からは対馬市、平成 27 年度からは

壱岐市の施設が参加している。平成 27 年度からは医学部保健学科生が「離島医療・保

健実習」に参加し 3 学部 4 学科による共修を開始した。平成 28 年度は平成 28 年 1 月

18 日から平成 29 年 3月 10 日にかけて、壱岐コース 18 名（医学部保健学科 2 名含む）、

対馬コース 8 名、上五島コース 34 名、下五島コース 54 名（医学部保健学科 6 名含む）

の合計 114 名の医学部医学科 4、5 年生・医学部保健学科 4 年生に対して離島医療・保

健実習を実施した。 
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【「離島医療・保健実習」の大学担当と教育担当施設及び代表者】 

1) 担当 

講 座・教 室 名 代 表 者 名 

  総合診療科 大園 恵幸 

  公衆衛生学 青柳 潔 

  離島・へき地医療学講座 前田 隆浩 

  公衆衛生看護学講座 大西 真由美 

  薬学部薬学科 病院薬学 塚元 和弘 

  歯学部歯学科 卒前・卒後歯学臨床教育 角 忠輝 

  歯学部口腔保健学 齋藤 俊行 

2) 教育担当施設 

施 設 名 代 表 者 名 

  長崎県五島中央病院 村瀬 邦彦 

  長崎県奈留病院 津田 俊彦 

  聖マリア病院 梅木 公子 

  長崎県上五島病院 八坂 貴宏 

  長崎県有川医療センター 八坂 貴宏 

  長崎県対馬病院 川上 眞寿弘 

長崎県壱岐病院 向原 茂明 

  医療法人 山内診療所 宮崎 昭行 

  五島市国民健康保険三井楽診療所 田中 孝和 

  五島市国民健康保険玉之浦診療所 山下 貴知男 

  五島市国民健康保険伊福貴診療所 中野 文耕 

  医療法人 みどりが丘クリニック 神野浦 潔 

  五島市国民健康保険久賀診療所 黒須 良玄 

  小値賀町国民健康保険診療所 田中 敏己 

  豊玉診療所 賀茂 和典 

  いづはら診療所 桑原 直行 

  長崎県五島保健所 藤田 利枝 

  長崎県対馬保健所 西畑 伸二 

  長崎県壱岐保健所 後藤 尚 

  五島市健康政策課（保健センター） 出口 法隆 

  五島市長寿介護課 川端 久章 
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  新上五島町健康保険課 荒木 宣貴 

  対馬市健康づくり推進部 健康増進課 井田 清恵 

壱岐市保健環境部 健康保健課 崎川 敏春 

  対馬市社会福祉協議会 松井 旦壽 

  五島市社会福祉協議会 野原 寅男 

  新上五島町社会福祉協議会 森藤 敏幸 

社会医療法人 玄州会  光武 新人 

  幸生会 特別養護老人ホーム“わたづみ” 津屋 秀則 

  訪問看護ステーション“鐙瀬” 塩塚 和子 

  訪問看護ステーション“福江” 柿森 悦子 

  あすか福祉会 あすか訪問看護ステーション 素花 源之 

  小規模通所授産施設“ふれあい” 片山 伸子 

  地域活動支援センター“きらり” 築城 洋二 

介護老人保健施設 つくしの里 平本 高嗣 

高齢者総合ケアセンター只狩荘 山田 峰雄 

サポートセンター きらり 入江 善充 

  福江薬局濠前店 菅原 正典 

  あおぞら薬局 岩元 美和子 

  ニック調剤薬局ごとう店 井上 広平 

  あおかた調剤薬局 山中 國暉 

鈴木薬局 鈴木 慎太郎 

そうごう薬局 上五島店 合田 正敏 

ありかわ調剤薬局 下辺 寛弥 

壮快堂薬局 坂谷 和芳 

ゆうとく薬局 平山 匡彦 

あい調剤薬局 南町店 田中 秀和 

富江薬局 山本 敬子 

桜町調剤薬局 三井楽店 山口 建 

  こまき歯科医院 小牧 憲明 

  近藤歯科医院 近藤 勝則 

  よこやま歯科医院 横山 顕一 

  岐宿町国保歯科診療所 溝口 勝令 

五島市国民健康保健 久賀歯科診療所 米山 須弥也 

  伊福貴歯科診療所 井川 一成 

  五島医師会 浦 繁郎 
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3. 高次臨床実習 

 長崎大学では 5年次の臨床実習に続く 6 年生の臨床実習として「高次臨床実習」を平

成 16 年度より開始した。これは学生自らが再度実習を受けたい診療科を選択し、長期

間（4〜5週間）にわたってハイレベルな臨床実習を行うもので、平成 17 年度から上五

島病院、五島中央病院で、また、平成 22年度からは対馬いづはら病院と中対馬病院（現

在は長崎県対馬病院）においても実施できるよう整備した。平成 28 年度からは実習期

間が半年(第６ターム)になり、5 年次生より実習を開始することになった。平成 28 度

には長崎県五島中央病院で 7名、長崎県上五島病院で 2名、長崎県対馬病院で 1 名、計

10 名の 5、6年生に対して高次臨床実習を行った。 

 

 

 内科（系） 外科（一般） 放射線科 合計（人） 

五島中央病院 5 年 2 １ 1  4  

       6 年 1 0 2 3 

上五島病院  5 年 1  0 0 1  

       6 年 1 0 0 1 

対馬病院   5 年 0 0 0 0 

       6 年 1 0 0 1 

合  計  （人） 6 1 3  10 

 

4. 他大学医学生の実習受け入れ 

 本学が整備した地域医療人教育フィールド（新上五島町、五島市、対馬市）において、

他大学からの医学実習生を平成 18年度より受け入れているが、平成 28 年度は下記表の

通りの医学生に対して長崎県離島での地域医療教育を行った。 

 

                       （地域医療セミナーIN GOTO を除く） 

福岡大学 10  

杏林大学 １ 

東京慈恵会医科大学 １ 

徳島大学 2  

鹿児島大学 2  

筑波大学 １ 

東邦大学 2  

神戸大学 １ 

合    計 20   
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5. 他学部生の実習受け入れ 

 また、平成 19 年度より長崎大学薬学部生を対象とした「離島医療・福祉・保健実習」

を開始し、平成 20 年度から長崎大学歯学部生を対象とした「離島歯科医療・地域保健

福祉実習」を開始した。平成 28 度は、薬学部生 11 名（6 年生）、歯学部生 48 名

（5,6 年生）を受け入れ、主に保健と福祉分野において医学部 4、5 年生との共修を行

った。 

 

6．医学ゼミ「第 3回長崎地域医療セミナーIN GOTO」の開催 

長崎大学医学部医学科に地域枠および地域特別枠で入学した学生に対して、医療を通

じての早期からの地域との関わり合いを提供し、地域医療の発展に寄与し、離島やへ

き地での医療に貢献できる医療人の育成を目指して開始したセミナーである。 

 

(1)場所：五島市富江町公民館 (長崎県五島市富江町) 

(2)日時：平成 28 年 8月 19 日(金)〜 8 月 21日(日) (2 泊 3日) 

(3)参加者：42名（長崎大学 28 名,長崎純心大学 12 名,鹿児島大学 2名） 

(4)内容：(1)講義・実習 (2)ワークショップ  (3)五島市表敬訪問 (4)施設見学  

 

(1) 講義・実習 

「各医療機関および施設について」(小屋松 淳 長崎大学 地域医療学分野) 

「Humanitiy in Family Medicine」(佐野 潔 徳洲会グループ 家庭医療部)  

「五島市の 母子保健の現状について」(五島市健康政策課 二里 温子) 

「日本の医療･介護政策の最前線」 

(栃本 一三郎 上智大学 総合人間科学部 社会福祉学科) 

「救急現場での医療 BLS と AED G2015」 

(山下 和範 長崎大学病院 救命救急センター)  

「五島市における地域包括支援センターの役割」 

(五島市長寿介護課 山田 真由) 

「あなたは何処で誰に看取られますか？～島での看取りを考える」 

(井上内科小児科医院 井上 効子)  

 (2) ワークショップ 

「多職種連携の必要性を知ろう」 

 (3) 五島市表敬訪問(東條 一行 理事兼総務課長) 

 (4) 施設見学：長崎県五島中央病院、五島市長寿介護課、久賀診療所、 

福江産婦人科医院、伊福貴診療所、 

聖マリア病院、マリアの園、奈留医療センター、 
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【指導者一覧(50 音順)】 

氏  名 所 属・役 職 

池田 陽子 福江産婦人科医院 理事長兼院長 

出口 法隆 五島市 健康政策課 課長 

井上 効子 井上内科小児科医院 医師 

浦 繁郎 五島医師会 会長・セミナー実行委員会 委員長 

奥浦 あすか 長崎純心大学 医療・福祉連携センター 助教 

小田 孝 長崎県五島中央病院 精神神経科長 

甲斐 秀二 長崎純心大学 入試広報課 課長 

川端 久章 五島市長寿介護課 課長 

門田 耕一郎 長崎大学 地域医療学分野 助教 

川尻 真也 長崎大学 地域医療学分野 講師 

黒須 良玄 五島市久賀診療所 所長 

Koray Demir Canada McGill University medical student 

小屋松 淳 長崎大学 離島・へき地医療学講座 助教 

窄 俊文 長崎県富江病院 事務長 

佐藤 晋平 長崎大学 地域医療学分野 助教 

佐野 潔 徳洲会グループ 地域家庭医療センター長 

潮谷 有二 長崎純心大学 医療・福祉連携センター 教授 

高瀬 絵美 長崎県五島中央病院 診療看護師 

津田 俊彦 長崎県奈留医療センター 所長 

永田 康浩 長崎大学 地域包括ケア教育センター 教授 

永吉 真子 長崎大学 地域医療学分野 助教 

中野 文耕 五島市伊福貴診療所 所長 

西村 詠慈 五島市伊福貴診療所 看護師 

二里 温子 五島市健康政策課 保健師 

浜脇 清市 一般社団法人 五島医師会 事務局長 

Mark Woo Canada McGill University medical student 

前田 隆浩 長崎大学 離島・へき地医療学講座 教授 

松坂 雄亮 長崎大学 地域包括ケア教育センター 助教 

宮川 江利 長崎みなとメディカルセンター 市民病院 MSW 

宮野 澄男 長崎純心大学 医療・福祉連携センター 准教授 

村瀬 邦彦 長崎県五島中央病院 病院長 
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山下 和範 長崎大学病院 救命救急センター 准教授 

山下 義文 お告げのマリア修道会 聖マリア病院 医師 

山田 真由 五島市長寿介護課 五島市地域包括支援センター 

山梨 啓友 長崎大学 離島・へき地医療学講座 助教 

吉田 麻衣 長崎純心大学 医療・福祉連携センター 助教 

米山 幸助 五島市長寿介護課 課長補佐 

 

【協力者一覧(50 音順)】 

氏  名 所 属・役 職 

江川 一眞 富江バラモン会 代表者 

川上 弥久美 五島市 伊福町元自治会長 

相良 尚彦 五島市 市議会議員 

東條 一行 五島市 副市長 

野口 市太郎 五島市 市長 

馬場嵜 誠 五島市 市民 

三浦 直人 五島市 市議会議員 

村崎 喜代美 五島市 市民 

 

【長崎大学スタッフ一覧(50 音順)】 

氏  名 所 属・役 職 

大谷 久美 長崎大学 予防医科学研究所 事務補佐員 

小澤 留美 長崎大学 離島医療研究所 事務補佐員 

清浦 海里 長崎大学 地域医療学分野 事務補佐員 

久保 千羽 長崎大学 離島医療研究所 事務補佐員 

熊野 亜紀 長崎大学 離島医療研究所 秘書 

田尾 満里子 長崎大学 予防医科学研究所 事務補佐員 

野原 夏樹 長崎大学 離島医療研究所 学生担当 

的野 智子 長崎大学 予防医科学研究所 事務補佐員 

和田 嘉毅 長崎大学 離島医療研究所 実習送迎車運転手 
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【学生実行委員一覧(50 音順)】 

氏  名 所 属・役 職 

安楽 万由子 長崎大学 医学部 医学科 3 年  

梅本 由衣 長崎純心大学 現代福祉学科 4 年 

小川 伸一郎 長崎大学 医学部 医学科 3 年 学生実行委員長 

尾崎 美杜 長崎純心大学 人文学部 現代福祉学科 3年 

柿田 聖太 長崎大学 医学部 医学科 3 年 副実行委員長 

五島 漱志郎 長崎大学 医学部 医学科 2 年 

坂田 知嘉子 長崎純心大学 現代福祉学科 3 年 

塚崎 晃 長崎大学 医学部 医学科 2 年 

吉川 慧月 長崎大学 医学部 医学科 2 年 

横山 千夏 長崎純心大学 現代福祉学科 4 年 副実行委員長 

 

【受入学生数のまとめ】 

 
H16 

年度 

H17 

年度 

H18 

年度 

H19 

年度 

H20 

年度 

H21 

年度 

H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 
合 計 長崎大学医学部 1年生     5 5 10 10 10 10 12 10 12 84 

長崎大学医学部 2年生     6 5 5 12 6 8 6 8 8 64 

長崎大学医学部 3年生       5 7 9 7 6 7 8 49 

長崎大学医学部 4年生      1      20 27 48 

長崎大学医学部 5年生 96 108 80 102 110 92 113 105 97 100 102 116 90 1,311 

長崎大学医学部 6年生  5 12 9 15 18 16 14 12 12 4 7 5 129 

長崎大学医学部保健学科 

4 年生 
           14 8 22 

長崎大学薬学部    79 85 5 7 21 29 28 24 16 11 305 

長崎大学歯学部 5・6年生     5 41 62 47 53 44 18 52 48 370 

長崎大学 大学院生             1 1 

他大学   9 15 32 29 11 22 24 38 18 21 20 245 

家庭医療集中セミナー   31 26 33 26 30 14 22     182 

地域医療ｾﾐﾅｰ IN GOTO          1 12 17 14 44 
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＊ 平成 25・26・27 年度の地域医療セミナーIN GOTO の参加者総数は、医学部 1年生、2 年生、3年

生と家庭医療集中セミナー・地域医療セミナーIN GOTO の欄の合算となる。 

＊ 平成 25・26 年度の家庭医療集中セミナー・地域医療セミナーIN GOTO の欄は学外からの参加者数

である。 

 

7．教育関連講演会・研究会の開催と発表 

 1) 離島医療教育研究会・施設訪問 

 「離島医療・保健実習」をより充実したものとするため、指導者の教育能力を高

めるための FD として、そして、長崎大学担当者と指導担当者、学生の意見交換の

場として壱岐市、対馬市、五島市、新上五島町で離島医療教育研究会を開催した。

この研究会・施設訪問ではレポートやアンケートからまとめた学生の意見を指導担

当者に提示し、逆に指導担当者の学生や実習に対する意見を集約するとともに、地

域医療教育に関する特別講演を行った。 

日  時 開催場所 対  象 参加者数 

平成 28年 6月 29 日 長崎県壱岐病院 壱岐市教育担当者 39 名 

平成 28年 7月 14 日 対馬グランドホテル 対馬市教育担当者 35 名 

平成 29年 2月 28 日 五島市福江総合福祉保健センター 五島市教育担当者 60 名 

平成 29年 3月 14 日 長崎県上五島病院 新上五島町教育担当者 47 名 

 

・壱岐離島医療教育研究会 

  演題：「コーチングを活用した、フィードバック」 

長崎県壱岐病院 病院長 向原 茂明  先生 

   

演題：「地域医療実習プログラムの質を高めるための戦術：教育手法」 

  神戸大学 地域医療教育学部門 教授 岡山 雅信 先生 

 

・対馬離島医療教育研究会 

  演題：「対馬の医療の現況と展望」 

長崎県対馬病院 病院長 川上 眞寿弘 先生 

     

演題：長崎大学病院地域医療支援センターの活動に関して 

長崎大学病院 地域医療支援センター センター長 高山 隼人 先生 

 

・下五島離島医療教育研究会 

合     計 96 113 132 231 291 222 259 252 262 248 202 288 258 2,854 
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  演題：長崎大学病院地域医療支援センターの活動に関して 

長崎地域医療支援センター センター長 高山 隼人 先生 

 

・上五島離島医療教育研究会 

  演題：長崎大学病院地域医療支援センターの活動に関して 

  長崎地域医療支援センター センター長 高山 隼人 先生 

演題：上五島病院における卒前、卒後臨床教育への取り組み 

長崎県上五島病院 病院長 八坂 貴宏 先生 

 

【学術・研究の領域】 

1. 学術・研究活動 

1) 学術論文・著書など（→添付資料参照） 

① Yamanashi H, Shimizu Y, Koyamatsu J, Nobuyoshi M, Nagayoshi M, Kadota K, Tamai 

M, Maeda T: Multiple somatic symptoms and frailty: cross-sectional study in 

Japanese community-dwelling elderly. Fam Pract 33(5) : 453-460, 2016 

② Yamanashi H, Ngoc MQ, Huy TV, Suzuki M, Tsujino A, Toizumi M, Takahashi K, 

Thiem VD, Anh DD, Anh NT, Tho le H, Maeda T, Cox SE, Yoshida LM, Ariyoshi K: 

Population-Based Incidence Rates of First-Ever Stroke in Central Vietnam. PLoS 

One 11(8) , 2016 

③ Yamanashi H, Shimizu Y, Koyamatsu J, Nagayoshi M, Kadota K, Tamai M, Maeda T: 

Circulating CD34-positive cells are associated with handgrip strength in 

Japanese older men. Journal of Frailty and Aging 6(1) : 6-11, 2016 

④ Yamanashi H, Shimizu Y, Nagaoki K, Murase K, Koyamatsu J, Nobuyoshi M, 

Nagayoshi M, Kadota K, Tamai M, Tateishi Y, Tsujino A, Maeda T： Association 

between adult short stature and cerebral microbleeds. International Journal of 

Stroke 11(2) :27-29, 2016 

⑤ Kadota K, Shimizu Y, Nakazato M, Noguchi Y, Koyamatsu J, Yamanashi H, 

Nagayoshi M, Murase K, Arima K, and Maeda T: Hemoglobin as a response marker 

of endothelial cell damage in elderly non-overweight non-anemic subjects. Acta 

Med Nagasaki 60(3): 103-108, 2016 

⑥ Shimizu Y, Yoshimine H, Nagayoshi M, Kadota K, Takahashi K, Izumino K, Inoue 

K, Maeda T: Height correlates with dyslipidemia in non-overweight middle-aged 

Japanese men. J Physiol Anthropol 35(1) : 29, 2016 

⑦ Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Maeda T: 

Height indicates hematopoietic capacity in elderly Japanese men. Aging 8(10): 

2407-2413, 2016 
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⑧ Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Maeda T: 

Height is an indicator of vascular maintenance capacity in older men. Geriatr 

Gerontol Int, 2016 

⑨ Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Maeda T: 

Platelets as an indicator of vascular repair in elderly Japanese men. 

Oncotarget 7(29): 44919-44926, 2016 

⑩ Shimizu Y, Yoshimine H, Nagayoshi M, Kadota K, Takahashi K, Izumino K, Inoue 

K, Maeda T: Short stature is an inflammatory disadvantage among middle-aged 

Japanese men. Environ Health Prev Med 21(5): 361-367, 2016 

⑪ Shimizu Y, Yoshimine H, Nagayoshi M, Kadota K, Takahashi K, Izumino K, Inoue 

K, Maeda T: Serum triglyceride levels in relation to high-density lipoprotein 

cholesterol (TG-HDL) ratios as an efficient tool to estimate the risk of sleep 

apnea syndrome in non-overweight Japanese men. Environ Health Prev Med 21(5): 

321-326, 2016 

⑫ Shimizu Y, Kadota K, Nakazato M, Noguchi Y, Koyamatsu J, Yamanashi H, 

Nagayoshi M, Nagata S, Arima K, Maeda T: Hemoglobin as a possible biochemical 

index of hypertension-induced vascular damage. J Physiol Anthropol 35(1): 4, 

2016 

⑬ Shimizu Y, Sato S, Koyamatsu J, Yamanashi H, Nagayoshi M, Kadota K, Tsuruda K, 

Hayashida N, Abiru N, Yamasaki H, Takamura N, Maeda T: Association between 

circulating CD34-positive cells and serum alkaline phosphatase in relation to 

body mass index for elderly Japanese men. J Physiol Anthropol 35(1): 2, 2016 

⑭ Emadali A, Hoghoughi N, Duley S, Hajmirza A, Verhoeyen E, Cosset FL, Bertrand 

P, Roumier C, Roggy A, Suchaud-Martin C, Chauvet M, Bertrand S, Hamaidia S, 

Rousseaux S, Josserand V, Charles J, Templier I, Maeda T, Bruder-Costa J, 

Chaperot L, Plumas J, Jacob MC, Bonnefoix T, Park S, Gressin R, Tensen CP, 

Mecucci C, Macintyre E, Leroux D, Brambilla E, Nguyen-Khac F, Luquet I, 

Penther D, Bastard C, Jardin F, Lefebvre C, Garnache F, and Callanan MB: 

Haploinsufficiency for NR3C1, the gene encoding the glucocorticoid receptor, 

in blastic plasmacytoid dendritic cell neoplasms. Blood 127(24): 3040-53, 2016 

⑮ Kusano Y, Crews DE, Iwamoto A, Sone Y, Aoyagi K, Maeda T, Leahy R: Allostatic 

load differs by sex and diet, but not age in older Japanese from the Goto 

Islands. Ann Hum Biol 43(1): 34-41, 2016 

 ⑯ Matsumoto M, Takeuchi K, Tanaka J, Tazuma S, Inoue K, Owaki T, Iguchi S, and 

Maeda T: Follow-up study of the regional quota system of Japanese medical schools 

and prefecture scholarship programmes: a study protocol. BMJ Open 6(4), 2016 
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 ⑰ 山梨啓友, 古本朗嗣, 前田隆浩：症候別 内科救急マネジメント：発熱. (medicina,医

学書院）2016 

 ⑱ 山梨啓友, 前田隆浩：感染症診療 高齢者の感染症（病院編）. (総合診療の G ノート，

羊土社）2016 

 ⑲ 岩﨑理浩, 福田英輝, 林田秀明, 北村雅保, 小山善哉, 介田圭, 川崎浩二, 前田

隆浩, 齋藤俊行：無歯科医離島住民における歯の喪失状況と喪失要因に関する研究．口

腔衛生学会雑誌 66: 445-451, 2016 

 

2) 学会発表、講演活動（シンポジウム、パネルディスカッション、フォーラムを含む） 

  【学会発表】 

① 「特定検診におけるリウマチ検診の試み」玉井慎美、永吉真子、清水悠路、山梨啓友、

小屋松淳、西村貴孝、有馬和彦、青柳潔、前田隆浩、永山雄二：第 27 回日本疫学

会、ポスター会場（ベルクラシック甲府 2 階、ヴィクトリア）、2017 年 1 月 27 日 

② 「BMI 低値と末梢動脈疾患との関連」永吉真子、清水悠路、玉井慎美、小屋松淳、山梨

啓友、青柳潔、有馬和彦、門田耕一郎、佐藤晋平、川尻真也、前田隆浩：第 27 回日

本疫学会、ポスター会場（ベルクラシック甲府 2 階、ヴィクトリア）、2017 年 1 月 27

日 

③ 「TG-HDL 比で分類した糖尿病と血清γ-GTP 値との関係〜The Nagasaki Study〜」小屋

松淳, 清水悠路, 山梨啓友, 永吉真子, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩: 第

75 回日本公衆衛生学会、第 9会場(グランフロント大阪北館 カンファレンスルーム 

タワーC 8 階 C05)、2016 年 10 月 28 日 

④ 「高齢男性における造血能を考慮した末梢血 CD34 陽性細胞と中性脂肪の関係」清水悠

路, 小屋松淳, 山梨啓友, 永吉真子, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩: 第 75

回日本公衆衛生学会、第 7会場(グランフロント大阪北館 カンファレンスルーム タ

ワーC 8 階 C03)、2016 年 10 月 26 日 

⑤ 「家庭・ご近所内外のソーシャルネットワーク、楽しみの活動と口腔機能との関連」

(優秀口演賞選考会)永吉真子, 清水悠路, 山梨啓友, 小屋松淳, 玉井慎美, 有馬和

彦, 青柳潔, 川尻真也, 佐藤晋平, 前田隆浩: 第 75 回日本公衆衛生学会、第 9 会場

(グランフロント大阪北館 カンファレンスルーム タワーC 8 階 C05)、2016 年 10 月

26 日 

⑥ 「低学年で行う地域医療実習の有用性について—臨床実習学生を対象としたアンケート

調査より—」松坂雄亮, 濱口由子, 西野文子, 相良郁子, 牟田久美子, 石居公之, 久

芳さやか, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩: 第 48 回日本医学教育学会「地域医療教育

(卒前)2」、大阪医科大学 第 4会場(講義実習棟 2階 第 1 講義室)、2016 年 7月 30 日 

⑦ 「全国の地域医療教育プログラムの現状に関するアンケート調査結果—続報—」片岡義

裕, 前野哲博, 阿波谷敏英, 井口清太郎, 井上和男, 大脇哲洋, 岡山雅信, 梶井英
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治, 竹内啓祐, 谷憲治, 長谷川仁志, 前田隆浩, 村上啓雄, 山本和利, 三瀬順一, 神

田健史: 第 48 回日本医学教育学会「地域医療教育(卒前)1、大阪医科大学 第 4 会場

(講義実習棟 2階 第 1 講義室)、2016 年 7 月 30 日 

⑧ 「テキストマイニングを活用した離島勤務の意識調査」小屋松淳, 佐藤晋平, 山梨啓

友, 門田耕一郎, 村瀬邦彦, 大園惠幸, 青柳潔, 前田隆浩:第 48 回日本医学教育学

会、「クリニカル・クラークシップ(臨床実習)3」、大阪医科大学 第 5 会場(講義実習

棟 2階 第 2 講義室)、2016 年 7月 29 日 

⑨ 「一過性航アルカリフォスファターゼ血症の女児の一例」小屋松淳, 山梨啓友, 門田耕

一郎, 村瀬邦彦, 前田隆浩, 森内浩幸:第 7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大

会、ポスター会場(東京都立産業貿易センター台東館展示室)、2016 年 6月 12 日 

⑩ 「Circulating CD34 positive cells are associated with handgrip strength in 

Japanese elderly men.」Hirotomo Yamanashi, Yuji Shimizu, Jun Koyamatsu, 

Masaharu Nobuyoshi, Mako Nagayoshi, Koichiro Kadota, Mami Tamai and Takahiro 

Maeda：第 7 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会、第 5 会場(浅草ビューホテル

3 階 祥雲 I)、2016 年 6 月 11 日 

⑪ 「町立診療所のもの忘れ外来を初診し、精神遅滞が明らかになった一例」松坂雄亮, 岩

倉由佳, 門田耕一郎, 清水悠路, 末田拓, 黒岩直弘, 前田隆浩, 永田康浩:第 7 回日

本プライマリ・ケア連合学会学術大会、ポスター会場(東京都立産業貿易センター台

東館展示室)、2016 年 6月 11 日 

⑫ 「自治体および医師会と連携した地域基盤型医学教育体制の構築」門村由紀子, 濱田恵

子, 松坂雄亮, 牟田久美子, 濱口由子, 相良郁子, 石居公行之, 久芳さやか, 陣野紀

代美, 南涼子, 藤井卓, 井口茂, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩:第 7 回日本プライマ

リ・ケア連合学会学術大会、ポスター会場(東京都立産業貿易センター台東館展示

室)、2016 年 6月 11 日 

⑬ 「高齢男性における血管リモデリングマーカーとしての白血球と高血圧 Impact of 

white blood cell count and hypertension as a maker of vascular remodeling 

among elderly men.」清水悠路, 佐藤晋平, 永吉真子, 門田耕一郎, 小屋松淳, 山梨

啓友, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩: 第 73 回日本生理人類学会、大阪市立大学学術

情報総合センター10 階 会議室 L、2016 年 6 月 5 日 

⑭ 「6 年間を通した体験実習に富む地域医療教育」松坂雄亮, 濱口由子, 相良郁子, 牟田

久美子, 石居公之, 久芳さやか, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩:第 6 回九州地域医療

教育研究会、九州大学医学部百年講堂 1階中ホール 1.2、2016 年 4 月 2 日 

⑮ 「『長崎多職種連携・たまごの会』〜医療と福祉のイノベーション from 長崎〜」内田

直子, 山本幸近, 市川加奈子, 桑原薫, 横山千夏, 佐藤晋平, 松坂雄亮, 宮野澄男, 

潮谷有二, 永田康浩, 前田隆浩:第 6 回九州地域医療教育研究会、九州大学医学部百

年講堂 1 階中ホール 1.2、2016 年 4 月 2 日 
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【シンポジウム、パネルディスカッション、講演会など】 

① 地域医療教育講演会での講演「地域枠と地域医療教育の現状と今後」前田隆浩、京都テル

サ東館 3 階 D会議室、2017 年 3月 18 日 

② 福江南松歯科医師会研修会、「医科・歯科連携に資する人材育成のための研修会事業」で

の講演、前田隆浩「歯科疾患と全身性疾患との関わり〜動脈硬化、虚血性心疾患を中心に

〜」、はたなか、2017 年 3月 12 日 

③ KAMPO MEDICAL SYMPOSIUM 2017「大学卒前教育から卒後教育までの一貫性ある漢方医学

教育をめざして」、前田隆浩「長崎大学医療系学生に対する離島実習前後の意識調査～漢

方医学(東洋医学)に対する意識変化を含めて～」、京王プラザホテル 5 階コンコードボー

ルルーム、2016 年 2 月 4 日 

④ 平成 28 年度奈良県立医科大学地域基盤型医療教育協力施設講演会・懇話会、前田隆浩「地

域医療教育の在り方と地域枠の今後」、奈良県立医科大学臨調講義棟第 1講義室、2017 年

1 月 12 日 

⑤ 基調講演「地域医療と地域医療教育のあり方」（前田隆浩）、地域医療シンポジウム 2016 

in ひょうご「地域医療のあり方と住民の地域医療教育への関わりを考える」、神戸大学医

学部附属地域医療活性化センター2 階多目的研修室、2016 年 10 月 15 日 

⑥ 各団体取組や課題の共有における五島市の取組概要紹介「五島市調剤情報共有システム

の概要」、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）委託事業パーソナル・ヘルス・

レコード（PHR）利活用研究事業第 1 回推進会議、神戸市役所１号館 12 階 1121 会議室、

2016 年 7月 29 日 

⑦ 平成 28 年度未来医療研究人材養成拠点形成事業（神戸大学、島根大学、兵庫医科大学）

「地域医療人養成シンポジウム『はじめよう 地域の疫学研究』」、基調講演「地域を基盤

とした教育と研究〜地域と大学との本格連携に向けて〜」前田隆浩、パネルディスカッシ

ョン『地域の疫学研究、こんなふうにやっています！』杉山大典（慶應義塾大学医学部衛

生学公衆衛生学教室）、新村健（兵庫医科大学内科学総合診療科）、廣瀬昌博（島根大学医

学部地域医療政策学）、前田隆浩（長崎大学地域医療学）、神戸大学医学部会館シスメック

スホール、2016 年 6 月 4 日 

 

【講 義】 

① 長崎大学医学部保健学科 4 年生講義「離島の暮らしと保健医療」長崎大学医学部保健学科

1 階 101 教室、2016 年 11 月 7日(前田 隆浩) 

② 長崎大学医学部 4年生社会医学講義①「医師法、医療法・医療計画、医療費適正化計画」、

②「在宅医療、介護保険、へき地・離島」、長崎大学病院臨床講義棟 1階第 3講義室 

2016 年 7月 21 日(前田 隆浩) 

③ 長崎大学歯学部 4年生講義「離島歯科医学：離島医療」、長崎大学歯学部講義室 6B 2016
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年 6月 17 日(前田 隆浩) 

  

【座 長】 

①  日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会第 4 回総会・学術集会、長崎大学医学部構

内、特別講演「ポリファーマシーを考える〜多職種連携介入の実践例〜」（矢吹拓先生）

の座長、医学部記念講堂 2017 年 3 月 25 日 

②  ながさき地域包括ケア講演会「長崎市における地域包括ケア/認知症と漢方」での座長、

（黒滝直弘先生「地域で認知症の人を支える為のワンポイント〜漢方で認知症の人に笑顔

を〜」、メルカつきまち 5階（長崎市市民生活プラザホール）、2017 年 3月 11 日 

③  第 14回日本病院総合診療医学会学術総会「総合性と専門性のハブとなる機能的な連携へ」      

一般演題「呼吸器・血液 2」の座長、第 2 会場(岡山大学鹿田キャンパス)、2017 年 3 月 4

日 

④  第 5 回秋田大学全国シンポジウム「日本の国情・2次医療圏の実情を熟考して、理想的医 

師・医療者育成教育の展開を考える 2016」、鹿児島大学の大脇哲洋教授と一緒にシンポジ

ウムの座長を担当、①長谷川仁志（秋田大学医学教育学講座教授）「e ターニング・シミュ

レーション教育研修ハイブリッド戦略で各分野の医学・医療教育研修を質保証する —‘総

合臨床教育研修センター’の取り組みと展望—」、R.ブルーヘルマンス（東京医科大学医学

教育学分野准教授）「『患者とともに歩む医療人を育てる』ための ICT 活用教育 —LMS、e

ポートフォリオ、e コンテンツの三つの柱—」、真嶋由貴恵（大阪府立大学看護システム先

端技術研究所）「患者安全のための医療技術自己トレーニング用 eラーニングシステム —

アクティブラーニングとの効果的な組合せ—」、石山貴章（新潟大学地域医療教育センター）

「米国病院総合診療医（ホスピタリスト）10 年間の経験からみたこれからの日本の医療教

育・研修」、秋田大学医学部附属病院(第 2病棟 2階多目的室)、2016 年 11 月 5日 

⑤  第 75 回日本公衆衛生学会総会、第 13分科会「健康危機管理 5」の座長、示説（ポスター）

会場(グランフロント大阪北館 イベントラボ B1 階）、2016 年 10 月 26 日 

⑥  地域医療フォーラム 2016「地方都市における包括医療・ケアシステム～理想的な包括医

療・ケアを構築するための方策～」、第 3 分科会「将来の地域医療を守るためのそれぞれ

の立場の役割～お互いを尊重し、なすべきことを考える～」の座長、秋葉原ダイビル、2016

年 9月 18 日 

⑦  第 13 回日本病院総合診療医学会ランチョンセミナー2「『免疫老化』からみた高齢者の敗

血症 —なぜ高齢者は敗血症になりやすく、重症化するのか？—」（井上茂亮先生、東海大

学医学部外科学系救命救急医学准教授）の座長、第 2 会場（品川プリンスホテルアネック

スタワー5階「浅間・立山」）、2016 年 9 月 16 日 

⑧  第 48 回日本医学教育学会シンポジウム 7「地域基盤型医学教育の質の向上、展望を考え

る」の座長、①井口清太郎「全国調査に基づいた日本の地域医療教育の現状について」、

②高村昭輝「地域基盤型医学教育〜最近のトピックスと日本の将来〜」、③竹村洋典「地



 

 16

域医療教育のチャレンジ」、④藤沼康樹「地域基盤型医学教育の構成要素」、大阪医科大学

第 6会場（新講義実習棟 1 階第 P101 教室）、2016 年 7 月 29 日 

⑨  第 7 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会シンポジウム 14「総合診療専門医育成に

おける地域医療教育関連講座の役割と展望（全国地域医療教育協議会と大学ネットワーク

委員会の合同企画）」の座長、①佐々木昌弘「行政の立場から見た制度の変遷と地域医療

教育関連講座に期待すること」、②倉本秋「総合診療専門医育成と地域医療教育関連講座−

どう育てる総合診療専門医−」、③梶井英治「地域医療教育関連講座の役割」、④田中健一、

梁祐輔「指定発言」、第 2 会場(浅草ビューホテル 4 階 飛翔Ｉ) 、2016 年 6 月 12 日 

 

 

3) その他の発表（→添付資料参照） 

① 特集 内科救急サバイバルブック院内救急＆地域でのマネジメント（症候別内科救急

マネジメント）「発熱」、山梨啓友、古本朗嗣、前田隆浩、medicina 第 53 巻 第 6 号別

冊、医学書院、p791-797、2016 年 5月 10 日 

  ② 「総合診療力をググッと上げる！感染症診療『高齢者の感染症（病院篇）』」総合診療の

G ノート、Vol.3、No.2（増刊）、p89-98、2016 

③ 「これからの日本の地域医療を担う人材を育成」長崎大学広報誌Ｃｈｏｈｏ、Vol.56、

P3-4 

 

4) 教育マニュアルの作成、教育法の開発、事業報告書（→添付資料参照） 

① 「長崎五島列島発 地域医療のすすめ 2016」 

② 「平成 28 年度 離島医療・保健実習 医・歯・薬合同学習要項」 

③ 「平成 28 年度 地域医療教育に関する全国調査報告書」 

④ 「つなぐ医療を育む先導的教育研究拠点の構築」 

 

5) 研究費の獲得 

① 日本学術振興協会 基盤研究（B）（代表）(前田 隆浩) 

無症候期から発症までを連結させた動脈硬化のリスクと病態生理に関するコホ

ート研究 

② 日本学術振興協会 基盤研究（B）（分担）（前田 隆浩） 

Wnt シグナルと骨・血管連関の生理的多型性 

③ 日本学術振興協会 基盤研究（C）（分担）(前田 隆浩) 

    地域枠出身医師の進路に関するコホート研究 

④ 日本学術振興協会 基盤研究（C）（分担）（前田 隆浩） 

血管リモデリングが動脈硬化に及ぼす生理的多型及び機能的潜在性の解明 

⑤ 日本医療研究開発機構（AMED）（分担）（前田 隆浩） 
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疾病・介護予防 PHR モデルに関する研究 

介護予防政策へのパーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利活用モデルの開発 

⑥ 日本医療研究開発機構（AMED）（代表）（前田 隆浩） 

Medical Arts の創生に関する研究 

外科、がん、看護、リハビリ等の新たな医療技術やソフトウェアの開発、クラウ

ド型広域調剤情報共有システムの構築と有効性・安全性の検証 

⑦ 厚生労働省（難治性）（分担）(前田 隆浩) 

地域医療基盤開発推進研究事業 

へき地医療において提供される医療サービスの向上とへき地医療に従事する医

師の労働環境改善に係る研究 

⑧ 日本学術振興会 若手研究 (B)（代表）(山梨 啓友) 

  Microbleeds を用いた細動脈硬化症による脳卒中発症の病態解明 

⑨ 長崎県地域医療の研究支援を目的とした医師団（代表）(山梨 啓友) 

  頭部 MR における微小出血(cerebral microbleed)の関連マーカーの開発 

⑩ 明治安田康生事業団（代表）（山梨 啓友） 

若手研究者のための健康科学研究助成 

Microbleeds を用いた細動脈硬化症による脳卒中発症の病態解明 

⑪ かなえ医薬振興財団（代表）（山梨 啓友） 

アジア・オセアニア交流研究助成 

地域在住高齢者の国際比較研究 動脈硬化に着目したサルコペニアの病態解明 

⑫ 日本学術振興会 基盤研究（C）（代表）（小屋松 淳） 

カネミ油症患者から出生した新生児における発達発育予後評価の取り組み 

 

6) 講演活動など（→別紙【講演・講義など】参照） 

 

7) 学術賞の授賞 

 

8) 特許、実用新案等 

特許権名称：新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 

出願年月日：2005 年 8 月 

取得年月日：2012 年 6 月 

番号：特願 2005-234389 

9) 具体的活動内容 

① 地域疫学研究 

      五島市の基本健康診査（特定健診・高齢者健診）と連携して一般住民のデータとサ

ンプル 1,363 検体を収集し、生活習慣病（動脈硬化を含む）に関連する因子の血中
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濃度（下記）や虚弱度、睡眠との関連を解析した。 

 

 

 

  検査項目 

1 
Human bone panel 

（SOST, OC, PTH の 3 項目） 

2 
Human Angiogenesis / Growth Factor Panel 1 

（angiopoietin-2, BMP-9, HGF の 3 項目） 

3 IgG4 

4 骨アルカリフォスファターゼ（BAP） 

5 IGF-1（ソマトメジン C） 

6 TRACP-5b 

7 抗 HTLV-1 抗体 

8 抗 CCP 抗体 

9 エリスロポエチン 

 

② 共同研究 

          主に五島市を研究フィールドとして医・歯・薬統合研究を展開している。歯学部と

層別解析、地域別解析、総合解析など  

追跡調査  

研究体制と計画 特定健診・高齢者健診

同意の取得（文書）

一般血液検査  
・検血  
・生化学検査  
・脂質 etc.

関連因子  
・サイトカイン  
・ビタミン  

・TRACP-5b  
 ・CD34  
・その他

基本データ   

・性別  

・身長  

・体重  

・腹囲  

・BMI  

・血圧  

・その他

問 診  

・生活習慣  

・治療歴  

・その他

動脈硬化検診  

アンケート  

• IMT  

• CAVI  

• AI  

• PASESA   etc.

骨粗鬆症検診  

• アンケート  

• 骨量測定  

• 体組成測定  

• 運動機能検査  

Ø 握力  

Ø 手伸ばし試験  

Ø 椅子立ち上

がり時間  

遺伝子解析

DNA抽出

血液サンプル  リウマチ検診  

• アンケート

• 自己抗体  

虚弱度検診  

• アンケート

• 舌圧測定  

• 握力  

基本健診  

歯科検診  

• アンケート  

• 歯周病検診  

• う歯検診  

• 唾液分析  

病院診療データ  

1. 病名情報 
2. 投薬情報 
3. 検査情報 
4. 画像検査情報  etc.  

中核病院診療データ  

1. 病名情報 
2. 投薬情報 
3. 検査情報 
4. 画像検査情報  etc.  

行政データ  

1. 死亡情報 
2. 異動情報 etc.  DWH  
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の共同研究としては歯周病と動脈硬化に関連した研究を行った。 

          また、五島市、五島薬剤師会、五島医師会等と連携し、2012 年に全ての調剤薬局を

ICT でつなぎ、持ち込まれる処方箋情報をクラウドサーバー上に一元管理するシス

テム（五島市調剤情報共有システム）を開発し、稼働させている。このシステムか

らの調剤実態調査をもとに、流行性疾患の早期検出と予防、医療経済学的な影響、

疑義照会情報との関連について研究し、調剤情報共有システムの有効性の検証を進

めている。 

 調剤情報共有システムを基盤とした研究「クラウド型広域調剤情報共有システムの

構築と有効性・安全性の検証」が、平成 28 年度の日本医療研究開発機構（AMED）の

Medical Arts の創生に関する研究、外科、がん、看護、リハビリ等の新たな医療技

術やソフトウェアの開発に採択された。 

 医師会、薬剤師会、教育委員会、哺育関連団体、社会福祉関連団体等にインフルエ

ンザ治療薬の処方状況を毎日報告し、インフルエンザ予防につなげる取組を開始し

た。この取組の直接的な効果判定は困難であるが、感染症情報センターの長崎県感

染症発生動向調査速報によると今シーズンの五島市におけるインフルエンザ発症

は他地域と比較して少なくなっている。 
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• 感染症情報センターの速報よりも
把握できた患者数が多い。  

• 感染症発生動向調査速報より9
日間程度早い周知が可能である。  

• 2015年度に医師会、薬剤師会、
教育委員会、保育関連団体、社
会福祉関連団体等にリアルタイ
ムで情報を提供する体制を整え
た。 

二次利用の例：インフルエンザの発症動向（平成27年度シーズン）  

（処方数） 

（月日）  2016年  

感染症情報センターから 
注意報が発令（2月12日）  

感染症情報センターから 
警報が発令（2月25日）  
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① 医学教育研究 

         医学教育研究としては、長崎大学医学部 5 年生が抱く離島医療に対する意識調査を

行い、この意識が「離島医療・保健実習」前後にどのような変化が生じるのかにつ

いて、平成 27 年度に引き続きアンケート調査を行った。  

 

2. 医療活動 

1) 医療 

地域医療への貢献を目的として、下記の医療機関へ診療応援を行った。 

長崎県五島中央病院、長崎県富江病院、五島市健康保険三井楽診療所 

久賀診療所 

2) 基本健康診査 

五島市が行う基本健康診査へ診察医として協力した。 

3) ねんりんピック長崎 2016 への医師派遣 

4) 2016 五島長崎国際トライアスロン大会（バラモンキング）メディカルサポートボラン

ティア 
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県   

佐世保市   

長崎市   

壱岐   

西彼   

県央   

県南   

県北   

五島   

上五島   

対馬   

（感染症情報センターの長崎県感染症発生動向調査速報より作成）  

長崎県インフルエンザ発症動向  

h ps://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/kansensho/kansen-c/  
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【組織運営の領域】 

1. 大学教育におけるカリキュラム作成とその実施に係る活動 

1) 平成 28 年度「離島医療・保健実習」 

医学部医学科 5 年生を対象とした地域医療と社会医学の統合実習 

2) 平成 28 年度「離島医療・保健実習」 

歯学部 6 年生を対象とした離島歯科医療と地域保健福祉実習 

 

【社会貢献の領域】 

1. 学会・委員会等の活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会理事 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会 

前田隆浩・教授 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会長崎県支部会副会長 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会長崎県支部会 

前田隆浩・教授  ｽﾏｰﾄｳｪﾙﾈｽ住宅等推進調査委員会委員 一般社団法人日本ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ建築協会 

前田隆浩・教授 長崎県油症対策委員会副委員長 長崎県 

前田隆浩・教授 地域医療フォーラム実行委員会副委員長 自治医科大学 

前田隆浩・教授 全国地域医療教育協議会代表世話人 全国地域医療教育協議会 

前田隆浩・教授 ねんりんピック長崎 2016 五島市実行委員会委員 五島市 

前田隆浩・教授 全国医学部長病院長会議地域医療検討委員会委員 全国医学部長病院長会議 

前田隆浩・教授 五島地区肝炎対策委員会委員 長崎県五島保健所 

前田隆浩・教授 長崎県五島中央病院倫理委員会委員 長崎県五島中央病院 

前田隆浩・教授 新型インフルエンザ対策協議会委員 長崎県五島保健所 

前田隆浩・教授 五島保健所地域・職域連携推進協議会委員 長崎県五島保健所 

前田隆浩・教授 長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協議委員会

委員 

長崎県医師会 

前田隆浩・教授 長崎県五島中央病院治験審査委員会委員 長崎県五島中央病院 

前田隆浩・教授 長崎県五島中央病院群研修管理委員会委員 長崎県五島中央病院 

前田隆浩・教授 日本生理人類学会評議員 日本生理人類学会 

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会評議員 日本病院総合診療医学会 

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議委員会委員 五島市 

前田隆浩・教授 五島市予防接種健康被害調査委員会委員 五島市 

前田隆浩・教授 日本医学教育学会地域医療・多職種連携教育委員会

委員 

日本医学教育学会 

前田隆浩・教授 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会副会長 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会 

前田隆浩・教授 長崎県・総合診療専門医養成推進委員会委員長 長崎県 

前田隆浩・教授 地域医療構想調整会議委員 長崎県五島保健所 
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前田隆浩・教授 日本疫学会代議員 日本疫学会 

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会 五島市 

山梨啓友・助教 パプアニューギニア結核診療プロジェクトメンバー 国境なき医師団 

山梨啓友・助教 国際緊急援助隊感染症対策チーム 国際協力事業団 

山梨啓友・助教 生活支援コーディネーター 長崎県 

 

2. 非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 非常勤講師(地域医療学) 国立大学法人 徳島大学 

 

 

3. 地域医療への貢献 

（診療応援）①長崎県五島中央病院 

        前田隆浩(教授) 週 1 回/月 4 回 

        山梨啓友(助教) 週 1 回/月 4 回 

        小屋松淳(助教) 月 14 回 

 

②長崎県富江病院 

  前田隆浩(教授) 月 2 回 

  山梨啓友(助教) 月 1 回 

 

      ③五島市国民健康保険三井楽診療所 

          前田隆浩(教授) 月 2回 

 

④久賀診療所(平成 28 年 6 月までで終了) 

  前田隆浩(教授) 月 1 回 

  山梨啓友(教授) 月 1 回 

 

 

【広報活動など】  

 新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

     

 


